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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ベゼル（Ｂｅｚｅｌ）サイズを減少させて、デ
ザイン上、美感を高めることができる液晶ディスプレイ
装置を提供する。
【解決手段】液晶パネルに形成された複数の第１ゲート
ラインＶＧＬ１，ＶＧＬ２，ＶＧＬ３，ＶＧＬ４及び複
数のデータラインＤＬ１，ＤＬ２，ＤＬ３，ＤＬ４と、
前記複数の第１ゲートラインと異なるレイヤに形成され
た複数の第２ゲートラインＨＧＬ１，ＨＧＬ２，ＨＧＬ
３と、前記液晶パネルの上側または下側の非表示領域に
配置された複数のドライブＩＣと、を含み、前記複数の
ドライブＩＣは、前記複数の第１ゲートラインと接続さ
れてスキャン信号を供給及び前記複数のデータラインと
接続されてデータ電圧を供給し、前記複数の第１ゲート
ラインと前記複数の第２ゲートラインは、電気的に接続
されている。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルに形成された複数の第１ゲートライン及び複数のデータラインと、
　前記複数の第１ゲートラインと異なるレイヤに形成された複数の第２ゲートラインと、
　前記液晶パネルの上側または下側の非表示領域に配置された複数のドライブＩＣと、を
含み、
　前記複数のドライブＩＣは、前記複数の第１ゲートラインと接続されてスキャン信号を
供給及び前記複数のデータラインと接続されてデータ電圧を供給し、
　前記複数の第１ゲートラインと前記複数の第２ゲートラインは、電気的に接続されたこ
とを特徴とする、液晶ディスプレイ装置。
【請求項２】
　前記複数の第１ゲートラインは垂直方向に形成されており、
　前記複数の第２ゲートラインは水平方向に形成されたことを特徴とする、請求項１に記
載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項３】
　前記液晶パネルの左側及び右側の非表示領域には、複数のピクセルに共通電圧を供給す
るための共通電圧リンク領域が形成されたことを特徴とする、請求項１に記載の液晶ディ
スプレイ装置。
【請求項４】
　前記液晶パネルの左側及び右側の非表示領域には、グラウンドリンク領域が形成された
ことを特徴とする、請求項１に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項５】
　前記複数の第１ゲートラインと前記複数の第２ゲートラインが同一の個数で、１：１対
応するように形成されたことを特徴とする、請求項１に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項６】
　前記複数の第１ゲートラインと前記複数のデータラインが同一の個数で、１：１対応す
るように形成されたことを特徴とする、請求項１に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項７】
　前記複数の第１ゲートラインの個数は、前記複数のデータラインの個数対比１／２であ
ることを特徴とする、請求項１に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項８】
　前記複数の第２ゲートラインと前記複数のデータラインがＤＲＤ（ｄｏｕｂｌｅ　ｒｅ
ｄｕｃｅｄ　ｄａｔａ）構造で形成されており、
　前記複数の第１ゲートラインは、データラインが形成されていないピクセル間に形成さ
れたことを特徴とする、請求項１に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項９】
　前記複数の第１ゲートラインと前記複数のデータラインは、１個の第１ゲートライン及
び２個のデータラインの単位で配置されたことを特徴とする、請求項１に記載の液晶ディ
スプレイ装置。
【請求項１０】
　前記液晶パネルに形成された複数のピクセルの共通電極に共通電圧を印加させるための
第１共通電圧ラインと第２共通電圧ラインをさらに含み、
　前記複数の第１ゲートラインのうち第１ゲートライン及び前記複数のデータラインのう
ち第１データラインが、前記第１共通電圧ラインと前記第２共通電圧ラインとの間に形成
されたことを特徴とする、請求項１に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項１１】
　前記第１ゲートラインと前記第１データラインとの間に第３共通電圧ラインがさらに形
成されたことを特徴をする、請求項１０に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項１２】
　前記第３共通電圧ラインにより、前記第１ゲートラインに印加されたスキャン信号によ
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る電場を相殺させることを特徴とする、請求項１１に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項１３】
　前記液晶パネルに形成された複数のピクセルは、横軸が縦軸よりも長く形成されたこと
を特徴とする、請求項１に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項１４】
　前記液晶パネルの上側または下側の非表示領域には、前記液晶パネルに形成された複数
のピクセルに共通電圧を供給するための共通電圧リンク領域及びグラウンドリンク領域が
形成されたことを特徴とする、請求項１３に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項１５】
　スキャン信号を生成するゲート駆動ロジック及びデータ電圧を生成するデータ駆動ロジ
ックが統合されて前記複数のドライブＩＣに形成されたり、または
　ゲートドライブＩＣ及びデータドライブＩＣが一つのドライブＩＣとして統合されて形
成されたことを特徴とする、請求項１３に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項１６】
　複数のゲートリンクライン及び複数のデータリンクラインが、前記複数のドライブＩＣ
の両側に形成されたことを特徴とする、請求項１５に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項１７】
　前記複数の第１ゲートラインと前記複数のデータラインは、同一のレイヤに形成された
ことを特徴とする、請求項１に記載の液晶ディスプレイ装置。
【請求項１８】
　複数の第１ゲートラインのうち一つと複数の第２ゲートラインのうち一つとが互いに重
なる領域で電気的に接続されることを特徴とする、請求項１に記載の液晶ディスプレイ装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、平板ディスプレイ装置に係り、特に、ベゼル（Ｂｅｚｅｌ）サイズを減少さ
せて、デザイン上、美感を高めることができる液晶ディスプレイ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信端末、ノートパソコンのような各種携帯用電子機器が発展するにつれて、これ
に適用できる平板ディスプレイ装置（Ｆｌａｔ　Ｐａｎｅｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉ
ｃｅ）に対する要求が増大している。
【０００３】
　平板ディスプレイ装置としては、液晶ディスプレイ装置（ＬＣＤ：Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒ
ｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ）、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ：
Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）、電界放出ディスプレイ装置（Ｆｉｅｌｄ
　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ）、有機発光ダイオードディスプレ
イ装置（ＯＬＥＤ：Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ　Ｄｉ
ｓｐｌａｙ　ｄｅｖｉｃｅ）などが開発された。
【０００４】
　平板ディスプレイ装置のうち液晶ディスプレイ装置（ＬＣＤ）は、量産技術の発展、駆
動手段の容易性、低電力消費、高画質の具現、及び大画面の具現の長所があるので携帯用
機器に適し、適用分野が持続的に拡大されている。
【０００５】
　図１は、従来技術による液晶ディスプレイ装置を概略的に示す図で、図２は、従来技術
による液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図である。
【０００６】
　図１及び図２を参照すると、液晶ディスプレイ装置は、複数のピクセル（Ｐｉｘｅｌｓ
）がマトリクス状に配列された液晶パネルと、液晶パネルを駆動するための駆動回路部と
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、液晶パネルに光を供給するバックライトユニット（図示せず）と、液晶パネルと駆動回
路部を囲むように形成されたベゼル（図示せず）と、を含む。
【０００７】
　液晶パネルは、複数のピクセル及びピクセルを駆動させるためのラインが形成された下
部基板（ＴＦＴアレイ基板）を含む。また、液晶パネルは、カラーフィルタ及びブラック
マトリクスが形成された上部基板（カラーフィルタアレイ基板）と、前記両基板間に介在
される液晶層とを含む。
【０００８】
　液晶パネルの下部基板には、複数のゲートライン（ｇａｔｅ　ｌｉｎｅ）と複数のデー
タライン（ｄａｔａ　ｌｉｎｅ）が交差するように形成されている。複数のゲートライン
と複数のデータラインが交差する領域にピクセルが形成される。ピクセルのそれぞれには
、スイッチング素子としてＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）が形成
されている。また、ピクセルのそれぞれには、電界を印加するためのピクセル電極及び共
通電極が形成されている。
【０００９】
　このような液晶パネルは、画像が表示される表示領域１０と、画像が表示されない非表
示領域とを含む。
【００１０】
　液晶パネルの上側の非表示領域にデータドライバ４０が接続されている。液晶パネルの
下部基板の外郭部非表示領域には、外部からピクセルの駆動のための信号が印加される複
数のパッドで構成されたパッド領域が形成されている。また、前記パッドとＴＦＴ及び電
極を連結させるリンクラインが形成されている。
【００１１】
　図３は、従来技術による液晶パネルの非表示領域を示す断面図である。
【００１２】
　図３を参照すると、シーラント３０は、ピクセルが形成されているアクティブ領域（ａ
ｃｔｉｖｅ　ａｒｅａ）の外郭、すなわち、非表示領域に形成され、シーラント３０を用
いて上部基板１と下部基板２とを貼り合わせる。
【００１３】
　液晶パネルに付着される駆動回路部による液晶ディスプレイ装置の製造コストを低減し
、体積及び重量を減少させるために、内蔵シフトレジスタを下部基板２０に形成するゲー
トインパネル（ＧＩＰ：Ｇａｔｅ　Ｉｎ　Ｐａｎｅｌ）方式が適用されている。液晶パネ
ルの左側及び右側の非表示領域にＧＩＰ方式でゲートドライバを形成することによって、
液晶パネルのゲートラインに信号を印加するためのパッド領域及びリンクラインを削除し
ている。
【００１４】
　このようなゲートドライバ及びデータドライバは、印刷回路基板５０（ＰＣＢ）に実装
されたタイミングコントローラから駆動信号の供給を受け、電源供給部から駆動電圧の供
給を受けて駆動される。
【００１５】
　ＧＩＰ方式のゲートドライバが下部基板２の左側及び右側の非表示領域に形成され、図
３では、下部基板２の左側に形成されたゲートドライバのみを示し、下部基板２の右側に
形成されたゲートドライバの図示は省略した。
【００１６】
　ＧＩＰ方式のゲートドライバは、共通電圧（Ｖｃｏｍ）が印加される共通電圧リンク領
域２２、グラウンド（ＧＮＤ）リンク領域２４、及び液晶パネルのＴＦＴをスイッチング
させるためのスキャン信号を生成するシフトレジスタロジック領域２６を含んで構成され
る。
【００１７】
　ゲートドライバを別途のチップ（ｃｈｉｐ）として作製して液晶パネルと連結させる方
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式と比較して説明する。ＧＩＰ方式のゲートドライバを適用することによって、液晶ディ
スプレイ装置の製造コストを低減させると共に、体積及び重量を減少させることができる
が、液晶パネルの左側と右側のベゼル（ｂｅｚｅｌ）サイズが増加するという短所がある
。
【００１８】
　図３に示されたように、ベゼルサイズの増加を減少させるために、グラウンドリンク領
域２４をシーラント３０とオーバーラップさせている。しかし、共通電圧リンク領域２２
が１ｍｍ前後の幅を有するように形成され、ＧＩＰのシフトレジスタロジック領域２６が
５ｍｍ～６ｍｍの幅を有するように形成されているため、左右側のベゼルの幅が７ｍｍ～
８ｍｍに形成されて、サイズを減少させるのに限界があり、デザイン上、美感が劣るとい
う短所がある。
【００１９】
　ＧＩＰのラインの幅及びライン間の間隔を一定水準以下に減少させることに限界がある
ため、ナロー（ｎａｒｒｏｗ）ベゼルを具現するのに困難がある。ベゼルサイズを減少さ
せるためにラインの幅及び間隔を減らす場合、ライン抵抗が増加して信号の歪みが発生し
、シフトレジスタロジックが誤作動されるという問題点がある。
【００２０】
　特に、ＧＩＰのラインは削除が不可能であるため、理想的なナローベゼルを具現しにく
く、さらに、ボーダーレスパネル（ｂｏｒｄｅｒｌｅｓｓ　ｐａｎｅｌ）の具現が不可能
であるという問題点がある。
【００２１】
　このような問題点を改善するための方案として、ＴＦＴアレイ基板とカラーフィルタア
レイ基板の位置を変えて、ＴＦＴアレイ基板を上側に配置する構造が提案された。しかし
、ＴＦＴアレイ基板に形成された多数のラインによって外部光が反射されて、画像の視認
性が低下するという他の問題が発生する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２２】
　本発明は、上述した問題点を解決するためのもので、液晶パネルの外郭に形成されるベ
ゼルのサイズが減少した液晶ディスプレイ装置を提供することを技術的課題とする。
【００２３】
　本発明は、上述した問題点を解決するためのもので、デザイン上、美感の高い液晶ディ
スプレイ装置を提供することを技術的課題とする。
【００２４】
　本発明は、上述した問題点を解決するためのもので、パッド領域のサイズが減少した液
晶ディスプレイ装置を提供することを技術的課題とする。
【００２５】
　本発明は、上述した問題点を解決するためのもので、製造コストが低減された液晶ディ
スプレイ装置を提供することを技術的課題とする。
【００２６】
　上記で言及した本発明の技術的課題以外にも、本発明の他の特徴及び利点が、以下に記
述され、かかる技術及び説明から本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者
に明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【００２７】
　本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、液晶パネルに形成された複数の第１ゲ
ートライン及び複数のデータラインと；前記複数の第１ゲートラインと異なるレイヤに形
成された複数の第２ゲートラインと；前記液晶パネルの上側または下側の非表示領域に配
置された複数のドライブＩＣと；を含み、前記複数のドライブＩＣは、前記複数の第１ゲ
ートラインと接続されてスキャン信号を供給及び前記複数のデータラインと接続されてデ
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ータ電圧を供給し、前記複数の第１ゲートラインと前記複数の第２ゲートラインは、電気
的に接続されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２８】
　本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、液晶パネルの外郭に形成されるベゼル
のサイズを減少させることができる。
【００２９】
　本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、デザイン上、美感を向上させることが
できる。
【００３０】
　本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、液晶パネルの下側、左側及び右側の機
構部分が前面にあらわれないようにしてナローベゼル及びボーダーレスを具現することが
できる。
【００３１】
　本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、ピクセルの開口率を高め、ピクセルに
供給される信号の充電時間（ｃｈａｒｇｉｎｇ　ｔｉｍｅ）が十分に確保されるようにし
て、駆動の安定性を確保することができる。
【００３２】
　本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、パッド領域のサイズを減少させること
ができる。
【００３３】
　本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、製造コストを低減させることができる
。
【００３４】
　その外にも、本発明の実施例を通じて本発明の更に他の特徴及び利点が新しく把握され
ることもあるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】従来技術による液晶ディスプレイ装置を概略的に示す図である。
【図２】従来技術による液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図である。
【図３】従来技術による液晶パネルの非表示領域を示す断面図である。
【図４】本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置を概略的に示す図である。
【図５】本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置のドライブＩＣを示す図である。
【図６】本発明の第１実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図である
。
【図７】本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置の左側及び右側ベゼルのサイズを説
明するための図である。
【図８】本発明の他の実施例であって、液晶パネルが垂直方向に長く形成されたことを示
す図である。
【図９】本発明の第２実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図である
。
【図１０】本発明の第３実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図であ
る。
【図１１】本発明の実施例に係るＤＲＤピクセル構造において、ピクセルに供給される信
号の充電時間（ｃｈａｒｇｉｎｇ　ｔｉｍｅ）を説明するための図である。
【図１２】本発明の第４実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図であ
る。
【図１３】本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を具体的に示す図
である。
【図１４】本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を具体的に示す図
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である。
【図１５】図１３及び図１４に示されたピクセルの断面図である。
【図１６】第５実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　本明細書において各図面の構成要素に参照符号を付加するにあたって、同一の構成要素
に限っては、たとえ他の図面上に表示されても可能なかぎり同一の符号を付加した。
【００３７】
　一方、本明細書で述べられる用語の意味は、次のように理解すべきである。単数の表現
は、文脈上明らかに他の意味として定義しない限り、複数の表現を含むものと理解しなけ
ればならず、「第１」、「第２」などの用語は、一つの構成要素を他の構成要素から区別
するためのもので、これら用語によって権利範囲が限定されない。
【００３８】
　「含む」または「有する」などの用語は、一つまたはそれ以上の他の特徴や数字、段階
、動作、構成要素、部品、又はこれらを組み合わせたものの存在または付加可能性をあら
かじめ排除しないものと理解しなければならない。
【００３９】
　「少なくとも一つ」という用語は、一つ以上の関連項目から提示可能な全ての組み合わ
せを含むものと理解すべきである。例えば、「第１項目、第２項目、及び第３項目のうち
少なくとも一つ」の意味は、第１項目、第２項目、または第３項目のそれぞれだけでなく
、第１項目、第２項目、及び第３項目の中から２個以上から提示できる全ての項目の組み
合わせを意味する。
【００４０】
　本発明の実施例を説明するにおいて、ある構造物（電極、ライン、配線、レイヤ、コン
タクト）が、他の構造物の「上部に又は上に」及び「下部に又は下に」形成されると記載
された場合、このような記載は、この構造物が互いに接触されている場合はもとより、こ
れら構造物の間に第３の構造物が介在されている場合も含むものと解釈しなければならな
い。
【００４１】
　液晶ディスプレイ装置は、液晶層の配列を調節する方式によって、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅ
ｄ　Ｎｅｍａｔｉｃ）モード、ＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モード、
ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モード、ＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉ
ｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードなど多様に開発されてきた。
【００４２】
　そのうち、ＩＰＳモードとＦＦＳモードは、下部基板上にピクセル電極（Ｐｉｘｅｌ　
ＩＴＯ）と共通電極（Ｖｃｏｍ）を配置して、ピクセル電極と共通電極との間の電界によ
り液晶層の配列を調節する水平電界方式である。本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ
装置は、モードに関係なく適用できるが、ＩＰＳモードを一例として説明する。
【００４３】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置について説
明する。
【００４４】
　本発明は、液晶ディスプレイ装置のベゼルサイズを減少させることを主要内容とする。
したがって、ベゼルと関連のない機構部分及び液晶パネルに光を供給するバックライトユ
ニットに対する詳細な説明及び図面は省略することができる。
【００４５】
　図４は、本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置を概略的に示す図である。
【００４６】
　図４を参照すると、本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、複数のピクセル（
Ｐｉｘｅｌ）がマトリクス状に配列された液晶パネル１００と、液晶パネル１００を駆動
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するための複数のドライブＩＣ４００と、前記複数のドライブＩＣ４００を駆動させるた
めの制御信号を供給する制御部及び駆動電源を生成する電源部が実装された印刷回路基板
３００（ＰＣＢ）と、を含む。また、液晶ディスプレイ装置は、液晶パネルに光を供給す
るバックライトユニット、液晶パネルと駆動回路部を囲むように形成されたベゼル、及び
外部ケースを含む。
【００４７】
　図５は、本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置のドライブＩＣを示す図である。
図５では、複数のドライブＩＣ４００のうち一つのドライブＩＣ４００を示している。複
数のドライブＩＣ４００は、ＣＯＧ（Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｇｌａｓｓ）またはＣＯＦ（Ｃｈ
ｉｐ　Ｏｎ　Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ、Ｃｈｉｐ　Ｏｎ　Ｆ
ｉｌｍ）方式で形成することができる。
【００４８】
　図５（Ａ）を参照すると、本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置のドライブＩＣ
４００は、ゲートドライバロジックとデータドライバロジックが一つのチップ（ｏｎｅ　
ｃｈｉｐ）として統合（ｍｅｒｇｅｄ）されて形成されている。
【００４９】
　一方、図５（Ｂ）を参照すると、本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置のドライ
ブＩＣ４００は、データドライブＩＣ４２０とゲートドライブＩＣ４３０が一つのチップ
として統合されている。
【００５０】
　前記データドライブロジックまたはデータドライブＩＣ４２０は、印刷回路基板３００
に実装された制御部から印加されるデータ制御信号及びデジタル映像データを用いて、ピ
クセルに供給されるアナログデータ電圧を生成する。
【００５１】
　前記ゲートドライブロジックまたはゲートドライブＩＣ４３０は、印刷回路基板３００
に実装された制御部から印加されるゲート制御信号を用いて、ピクセルに形成されたＴＦ
Ｔをスイッチングさせるためのスキャン信号（ゲート信号）を生成する。
【００５２】
　このようなドライブＩＣ４００の両側には複数のリンクライン４１０が形成されている
。ここで、複数のリンクライン４１０は、複数のゲートリンクライン４１２と複数のデー
タリンクライン４１４とを含む。
【００５３】
　ドライブＩＣ４００は、複数のゲートリンクライン４１２を介して制御部からゲート信
号が供給され、ゲート信号に基づいてスキャン信号を生成する。ドライブＩＣ４００は、
生成されたスキャン信号を液晶パネルに形成されたピクセルに供給する。
【００５４】
　また、ドライブＩＣ４００は、複数のデータリンクライン４１４を介して制御部からデ
ータ制御信号及びデジタル映像データが供給され、前記データ制御信号及びデジタル映像
データに基づいてアナログデータ電圧を生成する。ドライブＩＣ４００は、生成されたア
ナログデータ電圧を液晶パネルに形成されたピクセルに供給する。
【００５５】
　液晶パネル１００に形成されたデータラインＤＬと複数の第１ゲートラインＶＧＬ（垂
直ゲートライン）の個数が必ずしも同一であるとは限らない。したがって、ゲートリンク
ライン４１２と複数のデータリンクライン４１４が同一の個数で交互に形成されるわけで
はない。ピクセルのピッチ（ｐｉｔｃｈ）と解像度によって、１個のゲートリンクライン
４１２と２個のデータリンクライン４１４の単位で形成されてもよい。
【００５６】
　以下、図面を参照して、本発明の液晶パネル１００の構造について詳細に説明する。
【００５７】
　図６は、本発明の第１実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図で、
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図７は、本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置の左側及び右側ベゼルのサイズを説
明するための図である。
【００５８】
　図６及び図７を参照すると、液晶パネル１００は、上部基板１１０（カラーフィルタア
レイ基板）と下部基板１２０（ＴＦＴアレイ基板）、及び両基板間に介在された液晶層を
含む。上部基板１１０と下部基板１２０はシーラント１３０を介して貼り合わされている
。
【００５９】
　液晶パネル１００の上部基板１１０は、カラー画像を表示するためのレッド（ｒｅｄ）
、グリーン（ｇｒｅｅｎ）及びブルー（ｂｌｕｅ）のカラーフィルタと、カラーフィルタ
間に形成されてピクセルを区分させるブラックマトリクス（ＢＭ）とを含む。図７では、
液晶パネル１００の左側の非表示領域を示しており、アクティブ領域に形成されたカラー
フィルタが示されていない。
【００６０】
　液晶パネル１００の下部基板は、画像を表示するための複数のピクセルが形成された表
示領域（アクティブ領域）と、複数のドライブＩＣ４００とピクセルを連結させるリンク
が形成された非表示領域と、を含む。
【００６１】
　下部基板１２０のアクティブ領域には、複数の第１ゲートラインＶＧＬ（垂直ゲートラ
イン）、複数の第２ゲートラインＨＧＬ（水平ゲートライン）、及び複数のデータライン
ＤＬが形成されている。
【００６２】
　複数の第１ゲートラインＶＧＬ、複数の第２ゲートラインＨＧＬ、及び複数のデータラ
インＤＬによって複数のピクセルが定義される。複数のピクセルのそれぞれには、共通電
圧（Ｖｃｏｍ）が印加される共通電極、データ電圧（Ｖｄａｔａ）が印加されるピクセル
電極、ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）、及びスイッチング素子としてＴＦＴが形成され
ている。
【００６３】
　ここで、ＴＦＴのアクティブ層は、非晶質シリコン（ａ－Ｓｉ）、低温ポリシリコン（
ＬＴＰＳ：Ｌｏｗ　Ｔｅｍｐｅｒａｔｕｒｅ　Ｐｏｌｙ　Ｓｉｌｉｃｏｎ）、または酸化
物半導体（ＩＧＺＯ：Ｉｎｄｉｕｍ　Ｇａｌｌｉｕｍ　Ｚｉｎｃ　Ｏｘｉｄｅ）物質で形
成されてもよい。
【００６４】
　上述した構成を含む液晶ディスプレイ装置は、ピクセル電極と共通電極との間に形成さ
れた電界によってピクセル別に液晶の配列状態を変化させ、液晶の配列を通じて、バック
ライトユニットから供給される光の透過率を調節することによって画像を表示するように
なる。
【００６５】
　図４及び図５に示されたように、ゲートドライブＩＣ（またはゲートドライブロジック
）及びデータドライブＩＣ（またはデータドライブロジック）が一つのチップ（ｏｎｅ　
ｃｈｉｐ）として統合されたドライブＩＣ４００が、液晶パネル１００の上側（または下
側）に形成されている。
【００６６】
　これによって、本発明では、液晶パネル１００のピクセルにスキャン信号を供給するた
めに、新しいゲートラインの構造を適用した。図４では、ドライブＩＣ４００が液晶パネ
ル１００の上側に配置されている場合を示しているが、これに限定されず、ドライブＩＣ
４００は液晶パネル１００の下側にも配置可能である。
【００６７】
　図６に示されたように、複数の第１ゲートラインＶＧＬと複数のデータラインＤＬは、
液晶パネル１００内において垂直方向に並んで形成されている。すなわち、複数のデータ
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ラインＤＬと同一の方向に並んで複数の第１ゲートラインＶＧＬが形成されている。
【００６８】
　複数の第２ゲートラインＨＧＬは、前記複数の第１ゲートラインＶＧＬ及び複数のデー
タラインＤＬと交差するように形成されている。すなわち、複数のゲートラインＨＧＬは
水平方向に形成されている。
【００６９】
　再び説明すると、複数の第１ゲートラインＶＧＬ及び複数のデータラインは、液晶パネ
ル１００の短軸方向を横切るように、垂直方向に上側から下側まで形成されている。そし
て、複数の第２ゲートラインＨＧＬは、液晶パネル１００の長軸方向を横切るように、水
平方向に左側から右側まで（または右側から左側まで）形成されている。
【００７０】
　本発明の第１実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、垂直方向に形成された複数の第１
ゲートラインＶＧＬと水平方向に形成された複数の第２ゲートラインＨＧＬとが同一の個
数で、１：１対応するように形成されている。
【００７１】
　ここで、水平方向に形成された複数の第２ゲートラインＨＧＬは第１レイヤに形成され
、垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬ及び複数のデータラインＤＬは第
２レイヤに形成されている。
【００７２】
　垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬと複数の第２ゲートラインＨＧＬ
は、絶縁層を挟んで互いに異なるレイヤに形成されている。しかし、前記複数の第１ゲー
トラインＶＧＬと複数の第２ゲートラインＨＧＬとが互いに重なる領域で、コンタクトＣ
ＮＴを通じて選択的にコンタクトされる。すなわち、複数の第１ゲートラインＶＧＬと前
記複数の第２ゲートラインＨＧＬは互いに重なる領域で、１ラインずつ対をなしてコンタ
クトＣＮＴを通じて電気的に接続される。
【００７３】
　具体的に、垂直方向に形成された１番目の第１ゲートラインＶＧＬ１と水平方向に形成
された１番目の第２ゲートラインＨＧＬ１は互いに重なる領域で、第１個ンタクトＣＮＴ
１を通じて電気的に接続される。
【００７４】
　このように、一対の垂直ゲートラインと水平ゲートライン、すなわち、１番目の垂直ゲ
ートラインＶＧＬ１と１番目の水平ゲートラインＨＧＬ１とが第１コンタクトＣＮＴ１を
通じて電気的に接続される。
【００７５】
　そして、垂直方向に形成された２番目の第１ゲートラインＶＧＬ２と水平方向に形成さ
れた２番目の第２ゲートラインＨＧＬ２は互いに重なる領域で、第２コンタクトＣＮＴ２
を通じて電気的に接続される。
【００７６】
　このように、一対の垂直ゲートラインと水平ゲートライン、すなわち、２番目の垂直ゲ
ートラインＶＧＬ２と２番目の水平ゲートラインＨＧＬ２とが第２コンタクトＣＮＴ２を
通じて電気的に接続される。
【００７７】
　そして、垂直方向に形成された３番目の第１ゲートラインＶＧＬ３と水平方向に形成さ
れた３番目の第２ゲートラインＨＧＬ３は互いに重なる領域で、第３コンタクトＣＮＴ３
を通じて電気的に接続される。
【００７８】
　このように、一対の垂直ゲートラインと水平ゲートライン、すなわち、３番目の垂直ゲ
ートラインＶＧＬ３と３番目の水平ゲートラインＨＧＬ３とが第３コンタクトＣＮＴ３を
通じて電気的に接続される。
【００７９】
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　上述と同一の構造であって、ｎ個の第１ゲートラインＶＧＬとｎ個の第２ゲートライン
ＨＧＬのそれぞれは、対をなしてコンタクトを通じて電気的に接続される。
【００８０】
　上記の説明に記載された１番目、２番目、３番目という表現は、複数のライン間の順序
及び関係を説明するためのもので、前記１番目という表現が全体ラインの中から１番目で
あることを表示するものではなく、図面を参照して本発明を説明するためのものである。
以下、明細書の内容においても前記１番目、２番目、３番目という表現の意味は同一に適
用される。
【００８１】
　垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬは、図５に示された複数のゲート
リンクライン４１２とそれぞれ接続される。これによって、ドライブＩＣ４００から出力
されたスキャン信号が複数の第１ゲートラインＶＧＬに印加される。前記スキャン信号が
、複数の第１ゲートラインＶＧＬと接続された複数の第２ゲートラインＨＧＬを経て、液
晶パネル１００に形成された複数のピクセルのＴＦＴに供給されて、ＴＦＴをターンオン
（ｔｕｒｎ－ｏｎ）させる。このとき、スキャン信号は液晶パネルのピクセル全体に供給
され、スキャン信号は１水平ライン単位で順次供給される。
【００８２】
　一方、垂直方向に形成された複数のデータラインＤＬは、図５に示された複数のデータ
リンクライン４１４とそれぞれ接続される。これによって、ドライブＩＣ４００から出力
されたデータ電圧（Ｖｄａｔａ）が複数のデータラインＤＬに印加される。
【００８３】
　データ電圧（Ｖｄａｔａ）が、データラインＤＬを経て、液晶パネル１００に形成され
たＴＦＴのソース電極に供給され、ＴＦＴがターンオンする時、ソース電極に供給された
データ電圧（Ｖｄａｔａ）がドレイン電極を経てピクセル電極に供給されるようになる。
【００８４】
　本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、ゲートドライブＩＣ（またはゲートド
ライブロジック）及びデータドライブＩＣ（またはデータドライブロジック）が一つのチ
ップ（ｏｎｅ　ｃｈｉｐ）として統合されたドライブＩＣ４００が、液晶パネル１００の
上側に配置される。
【００８５】
　垂直方向に形成された第１ゲートラインを介してスキャン信号がピクセルに印加される
ようにし、垂直方向に形成されたデータラインを介してデータ電圧（Ｖｄａｔａ）がピク
セルに印加されるようにすることで、従来技術において液晶パネルの左側及び右側の非表
示領域に形成されていたリンクライン及びＧＩＰロジックを削除することができる。
【００８６】
　これによって、図７に示されたように、液晶パネル１００の左側及び右側の非表示領域
には、共通電圧リンク領域１２２及びグラウンドリンク領域１２４のみを形成して、ベゼ
ルの幅を１．０ｍｍ～１．６ｍｍに減少させることができる。
【００８７】
　ここで、図７（Ａ）に示されたように、共通電圧リンク領域１２２をシーラント１３０
とオーバーラップさせてグラウンドリンク領域１２４の外側に形成することができる。一
方、図７（Ｂ）に示されたように、グラウンドリンク領域１２４をシーラント１３０とオ
ーバーラップさせて共通電圧リンク領域１２２の外側に形成することもできる。また、上
部基板１１０と下部基板１２０との貼り合せに必要な最小限のベゼル幅マージンを有する
ように形成して、ナローベゼルを具現することができる。
【００８８】
　図８は、本発明の他の実施例であって、液晶パネルが垂直方向に長く形成された場合を
示す図である。
【００８９】
　図８を参照すると、図４に示された構造を９０度回転させて、垂直方向に長く画面が表
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示されるようにすることができる。このとき、複数のドライブＩＣ４００は、液晶パネル
１００の上側に配置される。
【００９０】
　ここで、複数の第１ゲートラインＶＧＬ及び複数のデータラインＤＬが液晶パネル１０
０の長軸方向を横切るように、垂直方向に上側から下側まで形成される。そして、複数の
第２ゲートラインＨＧＬは液晶パネル１００の短軸方向を横切るように、水平方向に左側
から右側まで（または右側から左側まで）形成されている。
【００９１】
　垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬと水平方向に形成された複数の第
２ゲートラインＨＧＬとのコンタクトは、図６を参照して、上述と同一になされ得る。
【００９２】
　図８に示された本発明の他の実施例に係る液晶ディスプレイ装置も、上述した実施例と
同様に、従来技術において液晶パネルの左側及び右側の非表示領域に形成されていたリン
クライン及びＧＩＰロジックを削除することができる。
【００９３】
　これによって、液晶パネル１００の左側及び右側の非表示領域には、共通電圧リンク領
域１２２及びグラウンドリンク領域１２４のみを形成して、ベゼルの幅を１．０ｍｍ～１
．６ｍｍに減少させることができる。
【００９４】
　図９は、本発明の第２実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図であ
る。
【００９５】
　図９を参照すると、液晶パネル１００に形成されたピクセルを駆動させるための複数の
第１ゲートラインＶＧＬ、複数の第２ゲートラインＨＧＬ、及び複数のデータラインＤＬ
の配置構造を変更した。
【００９６】
　上述した第１実施例では、垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬと複数
のデータラインＤＬを同一の個数で、１：１対応するように形成した。図９に示された本
発明の第２実施例では、複数の第１ゲートラインＶＧＬを、複数のデータラインＤＬ対比
１／２に形成した。
【００９７】
　具体的に、１番目のデータラインＤＬ１の横に並んで１番目の垂直ゲートラインＶＧＬ
１が形成され、３番目のデータラインＤＬ３の横に並んで２番目の垂直ゲートラインＶＧ
Ｌ２が形成されている。また、５番目のデータラインＤＬ５の横に並んで３番目の垂直ゲ
ートラインＶＧＬ３が形成されている。このように、２Ｄ１Ｇ（２ Ｄａｔａ ｌｉｎｅ、
１ Ｇａｔｅ ｌｉｎｅ）ピクセル構造で複数の第１ゲートラインＶＧＬと複数のデータラ
インＤＬを形成した。
【００９８】
　ここで、水平方向に形成された複数の第２ゲートラインＨＧＬは第１レイヤに形成され
、垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬ及び複数のデータラインＤＬは第
２レイヤに形成されている。
【００９９】
　垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬと水平方向に形成された複数の第
２ゲートラインＨＧＬは、絶縁層を挟んで互いに異なるレイヤに形成されている。一方、
前記複数の第１ゲートラインＶＧＬと複数の第２ゲートラインＨＧＬとが互いに重なる領
域で、コンタクトＣＮＴを通じて選択的にコンタクトされる。
【０１００】
　具体的に、１番目の垂直ゲートラインＶＧＬ１と１番目の水平ゲートラインＨＧＬ１は
、互いに重なる領域で、第１コンタクトＣＮＴ１を通じて電気的に接続される。
【０１０１】
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　このように、一対の垂直ゲートラインと水平ゲートライン、すなわち、１番目の垂直ゲ
ートラインＶＧＬ１と１番目の水平ゲートラインＨＧＬ１とが第１コンタクトＣＮＴ１を
通じて電気的に接続される。
【０１０２】
　そして、２番目の垂直ゲートラインＶＧＬ２と２番目の水平ゲートラインＨＧＬ２は互
いに重なる領域で、第２コンタクトＣＮＴ２を通じて電気的に接続される。
【０１０３】
　このように、一対の垂直ゲートラインと水平ゲートライン、すなわち、２番目の垂直ゲ
ートラインＶＧＬ２と２番目の水平ゲートラインＨＧＬ２とが第２コンタクトＣＮＴ２を
通じて電気的に接続される。
【０１０４】
　そして、３番目の垂直ゲートラインＶＧＬ３と３番目の水平ゲートラインＨＧＬ３は互
いに重なる領域で、第３コンタクトＣＮＴ３を通じて電気的に接続される。

　このように、一対の垂直ゲートラインと水平ゲートライン、すなわち、３番目の垂直ゲ
ートラインＶＧＬ３と３番目の水平ゲートラインＨＧＬ３とが第３コンタクトＣＮＴ３を
通じて電気的に接続される。
【０１０５】
　上述と同一の構造であって、ｎ個の第１ゲートラインＶＧＬとｎ個の第２ゲートライン
ＨＧＬのそれぞれは、対をなしてコンタクトを通じて電気的に接続される。
【０１０６】
　垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬは、図５に示された複数のゲート
リンクライン４１２とそれぞれ接続される。これによって、ドライブＩＣ４００から出力
されたスキャン信号が複数の第１ゲートラインＶＧＬに印加される。
【０１０７】
　そして、垂直方向に形成された複数のデータラインＤＬは、図５に示された複数のデー
タリンクライン４１４とそれぞれ接続される。これによって、ドライブＩＣ４００から出
力されたデータ電圧（Ｖｄａｔａ）が複数のデータラインＤＬに印加される。
【０１０８】
　図９に示された本発明の第２実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、液晶パネル１００
の左側及び右側の非表示領域に共通電圧リンク領域１２２及びグラウンドリンク領域１２
４のみを形成して、ベゼルの幅を１．０ｍｍ～１．６ｍｍに減少させることができる。
【０１０９】
　図６に示された本発明の第１実施例と同様に、垂直方向に形成された複数の第１ゲート
ラインＶＧＬと複数のデータラインＤＬを１：１の割合で形成する場合、ピクセルの開口
率が一部減少することがある。
【０１１０】
　一方、図９に示されたように、２Ｄ１Ｇ（２ Ｄａｔａ ｌｉｎｅ、１ Ｇａｔｅ ｌｉｎ
ｅ）ピクセル構造で複数の第１ゲートラインＶＧＬと複数のデータラインＤＬを形成すれ
ば、図６に示された液晶ディスプレイ装置の長所は全て含むことができると共に、液晶パ
ネル１００のピクセル構造と比較して、開口率を高めることができるという効果をさらに
提供することができる。
【０１１１】
　図１０は、本発明の第３実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図で
ある。
【０１１２】
　図１０を参照すると、液晶パネル１００に形成されたピクセルを駆動させるための複数
の第１ゲートラインＶＧＬ、複数の第２ゲートラインＨＧＬ、及び複数のデータラインＤ
Ｌの配置構造を変更した。
【０１１３】
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　図１０に示された本発明の第３実施例では、ＤＲＤ（ｄｏｕｂｌｅ　ｒｅｄｕｃｅｄ　
ｄａｔａ）ピクセル構造において垂直ゲートラインＶＧＬを適用して、液晶パネル１００
の左側及び右側ベゼルの幅を減少させた。
【０１１４】
　ＤＲＤピクセル構造は、一つのデータラインで２列に配列されたピクセルにデータ電圧
を供給するものであって、２ピクセルが一つのデータラインを共有するので、２ピクセル
を個別駆動させるために２個のゲートラインを適用、すなわち、ゲートラインを垂直解像
度対比２倍に形成する。
【０１１５】
　ここで、データラインＤＬが形成されていないピクセル間に垂直方向に複数の第１ゲー
トラインＶＧＬを形成した。
【０１１６】
　具体的に、第１データラインＤＬ１と第２データラインＤＬ２との間に１番目の第１ゲ
ートラインＶＧＬ１が形成され、第２データラインＤＬ２と第３データラインＤＬ３との
間に２番目の第１ゲートラインＶＧＬ２が形成されている。また、第３データラインＤＬ
３と第４データラインＤＬ４との間に３番目の第１ゲートラインＶＧＬ３が形成されてい
る。
【０１１７】
　このように、ＤＲＤピクセル構造において、垂直方向に形成された複数の第１ゲートラ
インＶＧＬを形成し、複数の第１ゲートラインＶＧＬと複数の第２ゲートラインＨＧＬと
を選択的にコンタクトさせて、各ピクセルにスキャン信号が供給されるようにした。
【０１１８】
　ここで、水平方向に形成された複数の第２ゲートラインＨＧＬは第１レイヤに形成され
、垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬ及び複数のデータラインＤＬは第
２レイヤに形成されている。
【０１１９】
　垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬと複数の第２ゲートラインＨＧＬ
は、絶縁層を挟んで互いに異なるレイヤに形成されている。一方、前記複数の第１ゲート
ラインＶＧＬと複数の第２ゲートラインＨＧＬとが互いに重なる領域で、コンタクトＣＮ
Ｔを通じて選択的にコンタクトされる。
【０１２０】
　上述した実施例と同一又は類似した方式で、ｎ個の第１ゲートラインＶＧＬとｎ個の第
２ゲートラインＨＧＬのそれぞれは、対をなしてコンタクトを通じて電気的に接続される
。
【０１２１】
　垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬは、図５に示された複数のゲート
リンクライン４１２とそれぞれ接続される。これによって、ドライブＩＣ４００から出力
されたスキャン信号が複数の第１ゲートラインＶＧＬに印加される。
【０１２２】
　そして、垂直方向に形成された複数のデータラインＤＬは、図５に示された複数のデー
タリンクライン４１４とそれぞれ接続される。これによって、ドライブＩＣ４００から出
力されたデータ電圧（Ｖｄａｔａ）が複数のデータラインＤＬに印加される。
【０１２３】
　図１０に示された本発明の第３実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、液晶パネル１０
０の左側及び右側の非表示領域に共通電圧リンク領域１２２及びグラウンドリンク領域１
２４のみを形成して、ベゼルの幅を１．０ｍｍ～１．６ｍｍに減少させることができる。
【０１２４】
　図１０に示されたように、ＤＲＤピクセル構造において、複数の第１ゲートラインＶＧ
Ｌと複数のデータラインＤＬを形成すると、既存のＤＲＤピクセル構造と比較して、開口
率を損なうことなく液晶パネル１００の左側及び右側ベゼルの幅を減少させることができ
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る。
【０１２５】
　図１１は、本発明の実施例に係るＤＲＤピクセル構造において、ピクセルに供給される
信号の充電時間（ｃｈａｒｇｉｎｇ　ｔｉｍｅ）を説明するための図である。
【０１２６】
　図１１を参照すると、図１０に示されたＤＲＤピクセル構造において、垂直ゲートライ
ンＶＧＬを形成して、ピクセルの開口率を損なうことなく、ナローベゼルの液晶ディスプ
レイ装置を提供することができる。
【０１２７】
　反面、ＤＲＤピクセル構造の駆動特性のため、一般的に１水平（１Ｈ）期間の間に行わ
れていたピクセルの充電時間（ｐｉｘｅｌ　ｃｈａｒｇｉｎｇ　ｔｉｍｅ）及びゲート立
ち下がり時間（ｆａｌｌｉｎｇ　ｔｉｍｅ）が１／２に短縮されて、充電比率（ｃｈａｒ
ｇｉｎｇ　ｒａｔｉｏ）が減少する現象がある。
【０１２８】
　充電比率及びゲート立ち下がり時間の減少を補償するために、垂直ゲートラインＶＧＬ
の線幅を広く形成することはできるが、これは、ピクセルの開口率の減少をもたらすこと
があるため、適用に困難がある。
【０１２９】
　図１２は、本発明の第４実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図で
ある。
【０１３０】
　図１２を参照すると、液晶パネル１００に形成されたピクセルを駆動させるための複数
の第１ゲートラインＶＧＬ、複数の第２ゲートラインＨＧＬ、及び複数のデータラインＤ
Ｌの配置構造を変更した。
【０１３１】
　図１２に示された本発明の第４実施例では、図１０に示されたＤＲＤ（ｄｏｕｂｌｅ　
ｒｅｄｕｃｅｄ　ｄａｔａ）ピクセル構造を改善して、ピクセルの充電時間（ｐｉｘｅｌ
　ｃｈａｒｇｉｎｇ　ｔｉｍｅ）を、ＤＲＤピクセル構造と比較して約３３％増加させる
ことができる。また、垂直ゲートラインＶＧＬを適用して、液晶パネル１００の左側及び
右側ベゼルの幅を減少させた。
【０１３２】
　図１０では、２個のデータラインＤＬ間に垂直ゲートラインＶＧＬを形成したが、図１
２では、２個のデータラインＤＬが配置された後、１個の垂直ゲートラインＶＧＬが配置
（ｄａｔａ－ｄａｔａ－ｇａｔｅ）されるようにピクセル構造を設計した。他の例として
、１個の垂直ゲートラインＶＧＬを配置した後、２個のデータラインＤＬを配置してもよ
い。
【０１３３】
　図１０に示されたＤＲＤピクセル構造では、１列のピクセルを駆動させるために２個の
水平ゲートラインＨＧＬが配置されている。例として、図１０に示されたＤＲＤピクセル
構造において総２，１６０個の水平ゲートラインＨＧＬが形成された場合、図１２に示さ
れたピクセル構造は、総１，６２０個の水平ゲートラインＨＧＬにより全体ピクセルを駆
動させることができる。
【０１３４】
　図１２に示されたピクセル構造を適用すると、水平方向に形成された複数の第２ゲート
ラインＨＧＬの個数を、図１０に示されたＤＲＤピクセル構造と比較して約１／３だけ減
少させ、ピクセル充電時間を約３３％さらに確保することができる。
【０１３５】
　ここで、複数の第１ゲートラインＶＧＬと複数の第２ゲートラインＨＧＬとを選択的に
コンタクトさせて、各ピクセルにスキャン信号が供給されるようにした。水平方向に形成
された複数の第２ゲートラインＨＧＬは第１レイヤに形成されている。そして、垂直方向
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に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬ及び複数のデータラインＤＬは第２レイヤに
形成されている。
【０１３６】
　垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬと複数の第２ゲートラインＨＧＬ
は、絶縁層を挟んで互いに異なるレイヤに形成されている。一方、前記複数の第１ゲート
ラインＶＧＬと複数の第２ゲートラインＨＧＬとが互いに重なる領域で、コンタクトＣＮ
Ｔを通じて選択的にコンタクトされる。
【０１３７】
　上述した実施例と同一又は類似した方式で、ｎ個の第１ゲートラインＶＧＬとｎ個の第
２ゲートラインＨＧＬのそれぞれは、対をなしてコンタクトを通じて電気的に接続される
。
【０１３８】
　垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬは、図５に示された複数のゲート
リンクライン４１２とそれぞれ接続される。これによって、ドライブＩＣ４００から出力
されたスキャン信号が複数の第１ゲートラインＶＧＬに印加される。
【０１３９】
　そして、垂直方向に形成された複数のデータラインＤＬは、図５に示された複数のデー
タリンクライン４１４とそれぞれ接続される。これによって、ドライブＩＣ４００から出
力されたデータ電圧（Ｖｄａｔａ）が複数のデータラインＤＬに印加される。
【０１４０】
　図１２に示された本発明の第４実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、液晶パネル１０
０の左側及び右側の非表示領域に共通電圧リンク領域１２２及びグラウンドリンク領域１
２４のみを形成して、ベゼルの幅を１．０ｍｍ～１．６ｍｍに減少させることができる。
【０１４１】
　前記図６乃至図１２を参照して説明した本発明の第１乃至第４実施例では、垂直ゲート
ラインＶＧＬ、水平ゲートラインＨＧＬ、及びデータラインＤＬの構造に焦点を当ててピ
クセル構造を説明した。
【０１４２】
　したがって、垂直ゲートラインＶＧＬ、水平ゲートラインＨＧＬ、及びデータラインＤ
Ｌを除外した他の構成は簡略に示し、本発明の核心と関連のない部分に対しては詳細な説
明を省略した。
【０１４３】
　図１３及び図１４は、本発明の実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を具
体的に示す図で、図１５は、図１３及び図１４に示されたピクセルの断面図である。
【０１４４】
　図１３及び図１４では、ピクセルがシングルドメイン（ｓｉｎｇｌｅ　ｄｏｍａｉｎ）
及び正方形や長方形の形状である場合を一例として示しているが、これに限定されず、ピ
クセルはマルチドメイン（ｍｕｌｔｉ　ｄｏｍａｉｎ）で形成されてもよい。
【０１４５】
　まず、図１３及び図１５（Ａ）を参照すると、液晶パネルの各ピクセル内には、共通電
圧（Ｖｃｏｍ）が供給される共通電極１８０、及びデータ電圧（Ｖｄａｔａ）が供給され
るピクセル電極１９０が形成されている。図１５（Ａ）では、共通電極１８０のみが示さ
れており、その上に形成されるピクセル電極１９０の図示は省略した。
【０１４６】
　図１３では、ＦＦＳモードで駆動されるピクセル構造を示しているので、共通電極１８
０とピクセル電極１９０は互いに異なるレイヤに形成されている。
【０１４７】
　共通電極１８０とピクセル電極１９０のうち一つの電極は、複数のスリット（ｓｌｉｔ
）を含んだ形状にパターニングされており、残りの電極は、フラット（ｆｌａｔ）な板形
状に形成することができる。図１３では、共通電極１８０がスリットを含んだ形状にパタ
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ーニングされた場合を一例として示している。
【０１４８】
　水平ゲートライン１４０は横方向（Ｘ軸方向）に形成され、データライン１６０と垂直
ゲートライン１５０は縦方向（Ｙ軸方向）に形成されている。
【０１４９】
　図１５（Ａ）に示されたように、データライン１６０及び垂直ゲートライン１５０は同
一のレイヤに形成され、水平ゲートライン１４０は、垂直ゲートライン１５０と互いに異
なるレイヤに形成されている。
【０１５０】
　再び図１３を参照すると、ピクセルの共通電極１８０に共通電圧（Ｖｃｏｍ）を印加さ
せるための共通電圧ライン１７０が、垂直ゲートライン１５０とデータライン１６０のサ
イドに垂直方向に並んで形成されている。
【０１５１】
　垂直ゲートライン１５０のサイドには第１共通電圧ライン１７０ａが形成され、データ
ライン１６０のサイドには第２共通電圧ライン１７０ｂが形成されている。
【０１５２】
　このような第１共通電圧ライン１７０ａと第２共通電圧ライン１７０ｂは互いに分離さ
れているが、水平ゲートライン１４０と同一の方向に並んで形成された共通ライン（図示
せず）にコンタクトされて、第１共通電圧ライン１７０ａと第２共通電圧ライン１７０ｂ
には同一の共通電圧（Ｖｃｏｍ）が供給される。
【０１５３】
　ここで、共通電圧ライン１７０と垂直ゲートライン１５０及びデータライン１６０とは
絶縁層１４５を挟んで互いに異なるレイヤに形成されている。
【０１５４】
　図１３及び図１５（Ａ）のピクセル構造において、ドライブＩＣ４００から垂直ゲート
ライン１５０に印加されるスキャン信号のゲート駆動電圧は、－５Ｖ～＋３０Ｖに印加さ
れ得る。このとき、高電圧のスキャン信号によって、ピクセルの長軸方向で、データライ
ン１６０に印加されるデータ電圧（Ｖｄａｔａ）による電場（Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｆｉｅ
ｌｄ）よりも強いカップリング（ｃｏｕｐｌｉｎｇ）が形成されることがある。
【０１５５】
　これによって、ピクセルで光漏れが発生することがあり、特に、ブラック画像を正確に
表示できないため、明暗比（ｃｏｎｔｒａｓｔ）が低下することがある。このような問題
点を改善するために、図１４に示されたように、ピクセル構造を変更した。
【０１５６】
　図１４及び図１５（Ｂ）を参照すると、ピクセルの共通電極１８０に共通電圧（Ｖｃｏ
ｍ）を印加させるための共通電圧ライン１７０が、垂直ゲートライン１５０及びデータラ
イン１６０と垂直方向に並んで形成されている。
【０１５７】
　垂直ゲートライン１５０のサイドには第１共通電圧ライン１７０ａが形成され、データ
ライン１６０のサイドには第２共通電圧ライン１７０ｂが形成されている。また、垂直ゲ
ートライン１５０とデータライン１６０との間に第３共通電圧ライン１７０ｃが形成され
ている。すなわち、図１３に示されたピクセル構造において、垂直ゲートライン１５０と
データライン１６０との間に第３共通電圧ライン１７０ｃをさらに形成した。
【０１５８】
　このような第１共通電圧ライン１７０ａ、第２共通電圧ライン１７０ｂ、及び第３共通
電圧ライン１７０ｃは互いに分離されているが、水平ゲートライン１４０と同一の方向に
並んで形成された共通ライン（図示せず）にコンタクトされて、第１共通電圧ライン１７
０ａ、第２共通電圧ライン１７０ｂ、及び第３共通電圧ライン１７０ｃに同一の共通電圧
（Ｖｃｏｍ）が供給される。
【０１５９】
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　ここで、共通電圧ライン１７０と垂直ゲートライン１５０及びデータライン１６０とは
、絶縁層１４５を挟んで互いに異なるレイヤに形成されている。
【０１６０】
　形成されたレイヤは異なるが、垂直ゲートライン１５０とデータライン１６０との間に
第３共通電圧ライン１７０ｃが形成されると、－２Ｖ～＋２Ｖに供給される共通電圧（Ｖ
ｃｏｍ）によって、高電圧のスキャン信号によってピクセルの長軸方向で電場のカップリ
ングが形成されることを防止することができる。
【０１６１】
　すなわち、前記複数の第１ゲートラインＶＧＬと前記複数のデータラインＤＬとの間に
形成された第３共通電圧ライン１７０ｃを用いて、前記複数の第１ゲートラインＶＧＬに
印加された高電圧のスキャン信号による電場を相殺させることができる。
【０１６２】
　ここで、垂直ゲートライン１５０とデータライン１６０の下にはＴＦＴを形成する工程
中、アクティブ（ａｃｔｉｖｅ）のパターンが残存している。これは、ＴＦＴのソース電
極／ドレイン電極と垂直ゲートライン１５０及びデータライン１６０が単一工程で形成さ
れるためである。以下、実施例においても特定のラインの下にＴＦＴのアクティブパター
ンが残存し得る。
【０１６３】
　上述した図６、図１３及び図１４に示されたピクセル構造は、垂直方向に形成された複
数の第１ゲートラインＶＧＬによってピクセルの開口率が一部減少することがある。この
ような問題点を改善するために、図１６に示されたように、ピクセル構造を変更した。
【０１６４】
　図１６は、第５実施例に係る液晶ディスプレイ装置のピクセル構造を示す図である。
【０１６５】
　図１６を参照すると、図６、図１３及び図１４に示されたピクセル構造を９０度回転さ
せて、各ピクセルの全体面積において垂直ゲートラインＶＧＬが占める比率を減少させて
開口率を確保した。
【０１６６】
　複数の第１ゲートラインＶＧＬ及び複数のデータラインＤＬが垂直方向に上側から下側
まで形成されている。そして、複数の第２ゲートラインＨＧＬは水平方向に左側から右側
まで（または右側から左側まで）形成されている。
【０１６７】
　垂直方向に形成された複数の第１ゲートラインＶＧＬと水平方向に形成された複数の第
２ゲートラインＨＧＬとのコンタクトは、図６を参照して、上述と同一になされ得る。
【０１６８】
　上述した第１乃至第４実施例のピクセル構造は、縦（Ｙ軸）が長く、横（Ｘ軸）が短く
形成されているが、図１６に示された第５実施例では、縦を短くし、横を長くしてピクセ
ル構造を形成した。すなわち、ピクセルの縦を短軸として形成し、横を長軸として形成し
てピクセル内で垂直ゲートラインＶＧＬが占める面積を減少させた。
【０１６９】
　液晶パネル１００に形成された複数のピクセルは、横軸が縦軸よりも長く形成され、複
数の第１ゲートラインＶＧＬ及び複数のデータラインＤＬはピクセルの短軸に沿って垂直
方向に形成されている。
【０１７０】
　図１６に示された本発明の第５実施例に係る液晶ディスプレイ装置も、上述した実施例
と同様に、従来技術において液晶パネルの左側及び右側の非表示領域に形成されていたリ
ンクライン及びＧＩＰロジックを削除することができる。
【０１７１】
　これによって、液晶パネル１００の左側及び右側の非表示領域には共通電圧リンク領域
１２２及びグラウンドリンク領域１２４のみを形成して、ベゼルの幅を減少させることが
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【０１７２】
　本発明の第１乃至第４実施例において、液晶パネル１００の左側及び右側の非表示領域
のベゼルの幅を１．０ｍｍ～１．６ｍｍに減少させて、ナローベゼルを具現した。
【０１７３】
　一方、図１６に示された本発明の第５実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、ピクセル
を９０度回転させ、既存にパネル１００の左側及び右側に形成されていた共通電圧リンク
領域１２２及びグラウンドリンク領域１２４を、液晶パネル１００の下側または上側の非
表示領域に形成する。
【０１７４】
　これによって、共通電圧リンク領域１２２及びグラウンドリンク領域１２４が占めてい
た左側及び右側ベゼルの幅を０．８ｍｍ～１．０ｍｍに減少させ、上部基板と下部基板の
貼り合せに必要な最小限のベゼルの幅を形成して、ナローベゼルを具現することができる
。
【０１７５】
　ここで、液晶パネル１００の左側及び右側ベゼルの幅は、基板の貼り合せに用いられる
シーラント（ｓｅａｌａｎｔ）の線幅によって決定されるもので、現在の技術水準でシー
ラントの線幅を１ｍｍ未満に具現することができるので、本発明の実施例に係る液晶ディ
スプレイ装置の左側及び右側ベゼルの幅を１ｍｍ以下に十分に減少させることができる。
【０１７６】
　今後、シーラントの線幅制御の技術がさらに発展する場合、これに伴って、本発明の実
施例に係る液晶ディスプレイ装置の左側及び右側ベゼルの幅も減少することができる。
【０１７７】
　上述したように、本発明の様々な実施例に係る液晶ディスプレイ装置は、液晶パネルの
非表示領域を囲むように形成されたベゼルの左側及び右側サイズを減少させることができ
る。本発明のようにベゼルサイズを１ｍｍ前後に減少させると、使用者に相対的に広い表
示画面を提供することができ、液晶ディスプレイ装置のデザイン上、美感を高めることが
できる。
【０１７８】
　本発明の属する技術分野における当業者は、上述した本発明がその技術的思想や必須の
特徴を変更せずに他の具体的な形態で実施できるということを理解できるはずである。し
たがって、以上記述した実施例は、すべての面で例示的なものであり、限定的なものでは
ないと理解しなければならない。
【０１７９】
　本発明の範囲は、前記詳細な説明よりは、後述する特許請求の範囲によって示され、特
許請求の範囲の意味及び範囲、そしてその等価概念から導かれるすべての変更又は変形さ
れた形態が本発明の範囲に属するものと解釈しなければならない。
【符号の説明】
【０１８０】
　　１００　　液晶パネル
　　１１０　　上部基板
　　１２０　　下部基板
　　１３０　　シール
　　１４０　　水平ゲートライン
　　１５０　　垂直ゲートライン
　　１６０　　データライン
　　１７０　　共通電圧ライン
　　３００　　印刷回路基板
　　４００　　ドライブＩＣ
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